スーパーサイボーグ　Ｖ２
　　　　The Super Cyborg V2               作・演出　加藤伸一
「オレは、行かなければ、ならない」

「オレにはわかるんだ。ずっと待っていたんだ。オレの使命を。これだったんだ！」

キャスト　
●コウイチ。自称スーパーサイボーグＶ２。
●コウイチの母。彩子。
●早紀。コウイチの幼なじみ。
●クラーラ博士。スーパーサイボーグを造った天才科学者。
●博士の助手 ユーユ。スーパーサイボーグＶ３。
●囚われの姫、小学生の女の子 佳穂。
●小学生の女の子 優香。
●小学生の女の子 和紀子。
●女テロリスト　新政府革命軍 大森。
●中学生１

　●中学生２

　●中学生３

■オープニング　コウイチの夢
―　音楽。幕開く。囚われの姫の悲鳴「助けてー！Ｖ２！」。

姫が悪の組織に連れ去られようとしている。

と、光の中におぼろげに浮かび上がるシルエット。スーパーマン風コスチュームに身を包み、やがてライトアップされるスーパーサイボーグＶ２。
悪の組織Ａ　あれは！
悪の組織Ｂ　Ｖ２！

悪の組織Ｃ　スーパーサイボーグＶ２だ！

姫　　　　　Ｖ２！　助けてー！

Ｖ２        姫、わたしが来たからにはもう、安心です。
世界の平和を守るため、どこからともなくやって来る。天知る、地知る、人ぞ知る。その名もスーパーサイボーグ。

Ｖ２参上！　トーッ！

　　　　　　（姫を押さえている連中に向かって）さあ、姫の手を放せ！

悪の組織Ａ　こしゃくな！　やっちまえ！

　　　　　　―　Ｖ２と悪の組織とのダンス風殺陣。

　　　　　　　　　Ｖ２はすべての敵を蹴散らし、姫を救う。

姫　　　　　きっと来てくださると信じていました！　ありがとうＶ２！　これで我が国は救われました。
Ｖ２　　　　ウワーッハッハッハ！　スーパーサイボーグＶ２！

彩子の声　　コウイチ！　コウイチ！　起きなさいよ。いつまで寝てるの、もう。

　　　　　　―　コウイチ、気がつくと辺りには誰もいなくて、母親に布団を引っぱがされる。

コウイチ　　何だ、夢か。それにしてもリアルな正夢だったなー。
彩子　　　　（コウイチのコスチュームをしげしげと見ながら）またそんな服着て寝てたのかい。しょうがないねえ。洗濯するから早く脱ぎなさい。

　　　　　　あんた、今日、早紀ちゃんと出かける約束してたんでしょ。もう、みえてるわよ。

コウイチ　　ん？　今何時？

彩子　　　　もう10時よ。

コウイチ　　やべっス！　（急いで着替えながら）おーい、早紀。あと一分待ってくれなー！

　　　　　　母さん、町田まで行ってくるから。東急ハンズで新しい武器の材料、買ってくるんだ。
彩子　　　　武器、ってお前、また風船とか、水鉄砲とか、パーティーグッズで売ってるような変装道具とかかい？

コウイチ　　風船だって、バカにできないんだぞ。ちょっと細工すりゃ、あれもりっぱな武器になるんだよ。
彩子　　　　はいこれ、早紀ちゃんの分の電車賃と、それから、マクドナルドかどこかに寄った時に、ね。あんたが出してあげるのよ。

コウイチ　　ういっス、母さん、ありがと。

　　　　　　じゃー、行ってくるわ。５時までには帰ってくるから。夕メシはカレーライス頼むっス。辛いやつね。

彩子　　　　（すっ飛んでいくコウイチを見送り、笑顔）フーッ、まったくあの子は‥‥。

　　　　　　―　暗転。

■午後の公園
早紀　　　　ふーっ、今日は歩き疲れちゃった。

コウイチ　　それにしても、収穫だったな。ヌンチャクと手裏剣。思わぬモノが手に入った。

―　ハンズの袋から道具を取り出し、満足そうに武器を使ってみるコウイチ。

　　　そんなコウイチを眺めている早紀。

早紀　　　　ねえ、コウイチ……。
コウイチ　　……。
早紀　　　　ねえ、コウイチ！
コウイチ　　……。（まったく聞こえていないようだ。）

早紀　　　　（仕方がないといった感じで）スーパーサイボーグＶ２！

コウイチ　　ン、何だ？　つーか、ホワットイズ何やねん。

早紀　　　　聞こえてるんでしょ！

コウイチ　　（独り言のように）フッ、オレはコウイチという呼び名には反応しない。どうも自分のことのような気がしないんだ。
Ｖ２。人呼んで「スーパーサイボーグＶ２」、それが本来のオレの名だ。

　　　　　　詳しくは言えないが、オレは某八王子市の、某第三中学校の二年生ということになっている。そこでの名前は子安コウイチ。

　　　　　　そしてこれは絶対に秘密なのだが、実はオレは人間ではない。「スーパーサイボーグ」なのだ。

　　　　　　世紀のスーパーヒーロー、スーパーサイボーグＶ２！　トーッ！（と、ポーズをキメる）
早紀　　　　また始まったわけ？　で、それ、独り言のつもり？　何が「秘密」だって？　
あんたが「自称」「スーパーサイボーグＶ２」だってことはもう、幼稚園の頃から、このあたりで知らない人はいないわよ。口を開けばいつもそればっかりじゃない。

インターネットでも「スーパーサイボーグＶ２の部屋」なんてホームページまで開設しちゃって、住所や顔まで晒してるじゃない。
ニヤケた顔で、変てこなコスチューム着てさ。やたらカッコつけたポーズの写真を何枚も。で、中身・内容はなし。カウンターも増えない。
コウイチ　　あのなあ、一日平均二十件のアクセスはあるんだぞ。

早紀　　　　そうね。でもその二十件のうち、五回のアクセスはわたし。あとの十五回はあんた自身でしょ。

コウイチ　　何だ、お前だったのかよ。つまんねー。

早紀　　　　最近やっとアクセスカウンターが１０００になって、
「ついに１０００ヒット！　みなさん、ありがとう！」なんて記念のポーズをキメた写真なんかアップしちゃってさ。１０００踏んだのもあんたでしょ。

コウイチ　　ちっ、いいじゃねえか。自分で踏んだってー。

早紀　　　　コメントとかの書き込みだって、誰もしてくれなくてさ。

コウイチ　　書き込み？　あったじゃん！
早紀　　　　この半年間にたった三件ね。それも、
「氏ねゴルァ！」っていうのと、
「妄想男キター！ここに本物の馬鹿をハケーンしますた。」ってやつ。
コウイチ　　もう一件あっただろ！
「あなたこそ今世紀最高のヒーローです。どうか人類の平和のためにご活躍下さい」ってのが。

早紀　　　　ああ。あれ、あんたが自分で書いたんでしょ。

コウイチ　　てへッ、バレてたか。でもお前、よく見てるよなあ！

早紀　　　　コウイチ、それよりも、まだ携帯持ってないんでしょ。そろそろ携帯、必要でしょ？

コウイチ　　携帯？　ああ持ってるよ。ホレ、携帯ラジオ。

早紀　　　　って、ラジオかい！

コウイチ　　キミの言うケイタイって、何デスかァ？

早紀　　　　携帯電話に決まってるじゃない。

コウイチ　　電話……？　Ｏｈ！あの、移動式・送受信・小型通話端末。

早紀　　　　わざと難しく言ってない？（ポケットから携帯電話を出してコウイチに見せる。）

　　　　　　ね、携帯があればさ、いつでも話しができるし、メール交換もできるじゃない。
コウイチ　　（まるで初めて見たような驚きで携帯電話をおそるおそる手にとって確かめて）「あ・う」。

早紀　　　　ａｕ（エーユー）。

コウイチ　　（自分のことを言われたと勘違いしてか）ＹＥＳ！タデー。さよう。英雄！
これは人類の英雄であるこのオレ、スーパーサイボーグＶ２が所有するにふさわしい、かっこいいアイテムだ。

で、これ、ナンボやねん。

早紀　　　　新規契約なら１円で買えるわ。
コウイチ　　い・ち・円？　携帯電話が１円！　ヒャッホー！　よっしゃ！買うたる！　十台でも二十台でも！
早紀　　　　うん、買う時はね。で、月々に通話とパケット代で４・５千円くらいかかるけど。

コウイチ　　なにーっ！　ポケット代が月に５千円！　いらん！　
そーんな高いもの、ぜーったいイラン！イラク！サウジアラビア！
早紀　　　　……。
―　コウイチ、再び、買った道具で仮想格闘に夢中。
早紀　　　　みんなに馬鹿にされて……情けなくなんないの？　学校の人たちにも笑われてるのよ。
だいたい、あんたのどこがサイボーグなの。フケだらけのぼさぼさの髪、目ヤニのついた目。ぷよぷよのほっぺに短い脚。成績だって２と３ばっかり。部活では、２年になっても補欠だし……。
　　　　　　―　もう途中から早紀の言葉はコウイチの耳には届いていないようだ。黙々とトレーニングをして、いちいちポーズをキメている。
早紀　　　　あーぁ、幼稚園の頃からもう十年も同じことの繰り返し。何を言ってもこの人には無駄なんだ。

　　　　　　―　早紀、あきらめて悲しげに、コウイチの必死のトレーニングを眺めている。

早紀　　　　……じゃ、わたし塾があるから。

コウイチ　　おー、今日は付き合ってくれてありがとな。オレはちょっとここでトレーニングしてから帰る。

　　　　　　―　早紀、名残惜しそうにコウイチのそばを離れるが、
コウイチ　　（ふと、動きをやめて）あ、早紀！

早紀　　　　ん？

コウイチ　　（思い詰めたようにもじもじして）早紀、オレ、ずっと前からお前にな……。

早紀　　　　えっ？　何よ。急に改まっちゃって。

コウイチ　　あのさあ、オレ……。いや……やっぱいいや。

早紀　　　　なあに？　何よ。気になるじゃない。

コウイチ　　んー、断られると何か、な。

早紀　　　　言ってよ。言ってみなきゃわからないじゃない。ね、言ってみて。

コウイチ　　あ・ああ……ちょっとテレちゃうな。

（意を決して）ウン。よし。あのな、
オレのヘンシンポーズをビデオで撮って欲しいんだよ。（ビデオカメラを渡す）

早紀　　　　はあ？

コウイチ　　ヘーンシン！　って、ところをよ。

早紀　　　　……。

コウイチ　　今、ポーズ、三パターンあるんだよ。どれがいいか、迷ってんだ。

こう、正面からぐるーっと回り込むように撮ってな。で、ヘーンシン！で決めたところをぐーっとズームアップ！

早紀　　　　……　ばか。

コウイチ　　なに？

早紀　　　　バカ！　知らない！　お前なんか死んじゃえ！（駆け去る）
コウイチ　　何だよあいつ。ケチ。「死んじゃえ」って……。

　　　　　　―　音楽。

コウイチ、スーパーサイボーグＶ２のコスチュームに着替え、黙々とトレーニングをする。

トレーニングの間、何度かの照明ＦＯ・ＦＩ。雨の日、風の日、暑い日、寒い日……時は流れる。
■ある日の公園
　　　　　　―　その日もコウイチはいつものように公園でトレーニングに精を出している。トレーニング、というよりは、ポーズ付けの練習なのだが。

　　　　　　　　　小学生の女の子たち（佳穂・優香・和紀子）が遠くからコウイチを見つけ、

佳穂　　　　あー、今日もあのお兄ちゃんいるー。ロボット兄ちゃんだ。

佳穂・優香　ロボット兄ちゃーん、遊ぼう遊ぼう！

和紀子　　　（三人でコウイチの周りを囲み）ねー、ヘンシンのポーズやってー。

コウイチ　　うっせ、邪魔だどけ。
それにオレはロボットじゃねえし。サイボーグだって言ってるだろ！サイボーグなの！サイボーグ。それもただのサイボーグじゃねえ。スーパーサイボーグなんだぞー。

　　　　　　トレーニングの邪魔だ。失せろ。
佳穂　　　　ねえ、お兄ちゃん、こないだみたいにロボットごっこしようよ。

コウイチ　　「ロボットごっこ」とか「遊び」じゃねえっつーの！　オレ、お前ら小学生の相手してらんねえ。
スーパーサイボーグのトレーニングなんだよー！

優香　　　　じゃあ、それでいいから。「トレーニング」しよう。

佳穂・優香・和紀子　　しようしよう！

コウイチ　　しょーがねーなー。よし、じゃあ、おまえ（優香に）あそこにある段ボール箱もってこい。

　　いいか、これは爆弾だ。この爆弾を、次々と俺に向かって投げろ。俺はそれをかわす。

和紀子　　　雑巾……。

　　　　　　―　女の子たちは一斉に、丸めた雑巾をコウイチに向かって投げる。

コウイチ　　あーん、そういう投げ方じゃないんだよ。こう、こう、な！

　　　　　　―　女の子たち、おもしろがってはしゃいでいる。三人でまるめた雑巾を次々と投げてやると、コウイチはそれをかわしながらいちいちポーズをつけ、それがまるでものすごい試練のように見える。コウイチも大ノリである。
―　と、佳穂がはずみで、通りがかりの中学生の不良グループの一人にぶつかる。
中学生１　　あ、痛えなあ！　この野郎！　（佳穂の首根っこをつかむ）
佳穂　　　　ごめんなさい！　

中学生１　　ごめんで済むか。俺のシャツ、汚れたじゃねえかよ！

中学生２　　あーあ、これ、骨折してるかもしれねえなー！

中学生１　　うん。してる、してる。

中学生３　　お前、治療代払えよな。

佳穂　　　　痛い。やめて！　お金なんかないわよ。

中学生１　　じゃ、このＰＳＰで勘弁してやっからよー！　これ、貰い、な。

佳穂　　　　やめて。やめてよ。

―　離れてそれを見ているコウイチと女の子たち。コウイチは、こそこそ隠れる。
優香　　　　お兄ちゃん、何とかしてやって！

和紀子　　　助けに行ってよ！

コウイチ　　バカ、あいつら南中の３年だぞ。

優香　　　　それがどうしたの！　正義の味方なんじゃないの！

コウイチ　　オレの使命は、世界平和だ。たかがガキのイジメなんかにいちいちかまっていられるか。
佳穂　　　　助けて！　Ｖ２！

中学生２　　ぶいつぅー？

中学生１　　（コウイチに気付いて）何だあいつ？

中学生３　　お前、三中だろ？　１年か？

コウイチ　　２年です。

中学生１　　何だそのカッコ。（中学生三人、笑う）小学生の女と遊んでたのか？

コウイチ　　いえ……。（こそこそ逃げようとするが、優香にしがみつれていて逃げられない）

中学生１　　なあ、こいつ、ボコらねえ？

中学生２３　おもしれー。

優香　　　　がんばって！　スーパーサイボーグＶ２！　

　　　　　　―　コウイチは中学生三人にひっつかまれ、ボコボコにされるが、佳穂は何とか逃げることができる。

佳穂・和紀子　あ、お巡りさん！　来てください！　けんかです！　けんかです！

　　　　　　―　中学生三人は「お巡りさん」という言葉に驚き、逃げていく。

　　　　　　　　　女の子たちはコウイチのそばに駆け寄る。

優香　　　　お兄ちゃん、大丈夫？

佳穂　　　　お兄ちゃん、ごめんなさい！　わたしのせいで！

コウイチ　　（起き上がり）チッ、オレに戦いを挑むとは、いい度胸してやがるぜ。
　　　　　　なーにお前ら、オレがやられたように見えただろ。チッチッチッ、違うんだなー。

あれがオレの作戦なんだよ。「スーパーサイボーグＶ２必殺技その１５。北斗神拳の一つ、北斗爆殺拳！」。
ああいうレベルの低い奴らには、わざとやられたフリをして、実はちゃんと奴らのツボ、すなわち秘孔を突いたんだ。

あとからじわじわ効いてくる技でさ。一度試してみたかったんだ。

いい実験台になってくれたよ。あいつら。今頃のたうち回って苦しんでるぞ。ざまあ見ろ。

佳穂　　　　（泣きながら）血も出てるー。
　　　　　　―　女の子たちはコウイチの周りで泣いていて、コウイチはしぶしぶ慰めている。

　　　　　　　　　が、その一部始終を見ていた者がいる。クラーラ博士と助手のユーユである。

博士　　　　あの少年が、スーパーサイボーグＶ２？　わたしの研究所から十四年前に盗まれたＶ２？
ユーユ　　　はい、博士。偶然インターネットのホームページで見つけました。

自称「スーパーサイボーグＶ２」だということなんですが、でも違ったようですね。あんなに弱いなんて。

博士　　　　いや、わからない。あの様子では、彼が仮にスーパーサイボーグだとしても、まだその能力を起動するスイッチの存在が分かっていないようだ。つまり、今のところは普通の人間の少年と違いはないだろう。
ユーユ　　　それでも本人には分かってるんでしょう？　自分がサイボーグだって。自分の体が普通の人と違うということ。もちろん、親だって、お医者さんだって……。

博士　　　　わたしが発明したスーパーサイボーグは、完全に人間の肉体をコピーしたんだ。まったく、完璧にだ。内臓もあるし血液も流れている。汗もかけば排泄もする。有機物を食べて消化し、新陳代謝もする。また、人間と同じように成長し、老いる。

　　　　　　レントゲンでもＭＲＩでも血液や尿の検査をしても、人間との見分けはつかない。
ユーユ　　　じゃあ、本人も……。

博士　　　　おそらく知らないだろう。

ユーユ　　　じゃ、あの人はどうして……。

博士　　　　考えられることは二つ。一つは単なる妄想少年の思いこみ。二つめは、サイボーグとしての本能だ。
　　　　　　記憶チップに入っている情報の一部が何らかの形で本人の言動に影響を及ぼすことは考えられる。
ユーユ　　　本能……。
博士　　　　いずれにしても、とにかく確かめてみないことには。今ここでできる簡単な判別方法もある。

ユーユ　　　何ですか？　それは。

博士　　　　Ｖ２には、あばら骨が一本欠けている。

あばら骨が一本なければ、彼は間違いなくわたしの造ったスーパーサイボーグだ。

　　　　　　そしてそれはつまり、Ｖ３、お前の兄にあたる。

ユーユ　　　わたしの、お兄ちゃん？

博士　　　　お前の鎖骨、ここのところだ。お前の右側の鎖骨は、Ｖ２のあばら骨をはめ込んで造った。ゆえにＶ２にはあばら骨が一本、欠けている。

ユーユ　　　お兄ちゃんの、あばら骨……ここにあるのはお兄ちゃんの骨！

博士　　　　確かめてみれば分かる。

―　博士とユーユは、コウイチのそばに寄る。

博士　　　　（コウイチに）少年、お胸の辺りが汚れてますよ。（と、コウイチの胸をはたくふりをし、あばらにあたる部分をさぐる）

コウイチ　　ワォ！　何するんスか！（気味悪がって走り去る）
　　　　　　―　無表情に固まる博士と、博士の顔を心配そうにのぞき込むユーユ。

　　　　　　―　暗転。

■公園
　　　　　　―　買い物袋を提げたコウイチの母彩子と習い事帰りの早紀が出会う。

彩子　　　　あら、早紀ちゃん。ピアノの帰り？
早紀　　　　お、おばさん、こんにちは。

彩子　　　　コウイチがいつもいろいろ迷惑かけて、ごめんなさいね。
　　　　　思いこみが激しくて、変わった子で。あなたには感謝してるわ。
早紀　　　　はい。あ、いえ。

　　　　　　あの……おばさん、ちょっと、いいですか？

彩子　　　　え？　なあに？

　　　　　　―　二人はベンチに腰掛ける。

早紀　　　　わたし、コウイチの……いえ、コウイチ君のこと、時々わからなくなるんです。

彩子　　　　どういうこところ？

早紀　　　　うーん、その、サイボーグとか……。

彩子　　　　そうね。

早紀　　　　どうして自分のことを、人間じゃない、サイボーグだなんて言うんですか？

　　　　　　だって、どう見たって人間そのものじゃないですか。お母さんから生まれた人間の子どもなのに。

彩子　　　　（じっと早紀を見つめ）早紀ちゃん、……あの子はわたしの産んだ子じゃないの。
早紀　　　　おばさん……。（早紀、驚いて言葉を失う）
彩子　　　　驚いたでしょ？　でも幼なじみのあなたにはいつか分かることだから。あなたはコウイチにとってたった一人の本当のお友達なんだもの。
あの子を産んだ、どころか、わたし、結婚もしたことないのよ。

　　　　　　十四年前、わたしは当時二十二歳。大学出て原子力発電所の研究員として勤め始めたばかりだった。

毎日が楽しくて充実していて、なーんにも悩みなんかない普通の女の子だった。

それがある日、夜遅く研究所から帰る途中、この公園の、ちょうどあのあたり。ブランコの柵のところに、段ボールに入った赤ちゃんを見つけたの。

早紀　　　　捨て子？

彩子　　　　で、その子はある施設に預けられてね、わたし、いきがかり上、時々そこを訪問してその赤ちゃんに会いに行ったの。そのまま通りすがりの拾い主で済ませることができなかったのよ。
その子はわたしが会いに行くと、本当に可愛い顔して微笑んでくるのよ。何か、その子の顔を見るたび胸がキューッっと、ね。
あの時から、わたしの人生は大きく変わったの。

　　　　　　三ヶ月後に、わたしはその子を引き取った。自分の子として育てることにしたのよ。
もちろん周囲は大反対。学校を出たばかりの女の子が、結婚もしないでいきなり捨て子の母親になるっていうんだからね。
気が遠くなるほどのいろいろな手続きがあった。でもわたしは何かに憑かれたようにその一つ一つを辛抱強く、そして精力的にクリアしていったわ。

わたしは、あの子と何かとてつもなく大きな力でつながっているとしか思えなかったのよ。

早紀　　　　その赤ちゃんがコウイチ……。
彩子　　　　ええ。
早紀　　　　コウイチは、コウイチ君はそのこと、知ってるんですか？

彩子　　　　それがね、わたし、あの子に話したことなんかないのよ。でもあの子、なぜか知っているらしいの。

　　　　　　ずいぶん小さい頃だけど、コウイチが「僕、捨てられていたんでしょ。本当の子どもじゃないんだよね」って言うの。
　　　　　　わたし、びっくりしちゃって、『どこでそんなことを！　誰に言われたの！』って……。
あの子は平気な顔して『そんなこと、ずっと前からわかってたよ。だって僕、人間じゃない。サイボーグなんだもん』って、笑って言うのよ。

早紀　　　　人間、なんでしょ？

彩子　　　　もちろん人間よ。あの子を引き取る時に、病院であらゆる検査をされたもの。

早紀　　　　普通の、子どもだったんですね？

彩子　　　　ええ。ただ……

　　　　　お医者さんが言うには、あの子、生まれた時からあばら骨が一本欠けている、って。

早紀　　　　あばら骨？　一本、なかったんですか？
彩子　　　　そう。でも生きていくのに不自由はないということだったし、最初は心配だったけど、これまで何も問題なかったから、今ではわたしも気にしていないけど。

わたしはあの子が、サイボーグだなんて信じていない。でもね、そうだと言われたら、そんな気もしないでもないの。

早紀　　　　え？
彩子　　　　幼稚園の運動会の時だったわ。あの子、スタートの笛が鳴っても走らないのよ。で、わたしが「コーちゃん、走りなさい。一等になったら今夜はコーちゃんの大好きなカレーライスよ！」って叫んだら、猛烈な勢いで駆けだしてね……。
早紀　　　　それで、一等になったんですか？

彩子　　　　ええ、一等になったの。ただ……。

わたしには、あの子の走っている姿が、見えなかった。いつの間にかゴールにいたのよ。

わたしもちょっとよそ見していたのかもしれない。あれっ？って感じだったわね。
みんなも不思議に思ったみたい。ズルをしたって責められてね。それ以来コウイチは全力で走ることは決してしなくなったわ。
早紀　　　　コウイチ……。

　　　　　　―　早紀は去り、彩子だけ残る。ぼんやり物思いにふけっている様子。

―　コウイチの姿が浮かび上がる。
コウイチ　　最近よく同じ夢を見る。オレは人類の正義と平和のために悪の組織と戦っている。
　　　　　　日本が、いや、世界が危ない。オレはただやみくもに戦っている。
でも、オレの本当の使命って何なのだろう。オレは何かやらなくてはならない。でも、それが何かが、わからないんだ。それを、オレは思い出せないんだ。それがオレにはもどかしい。

やらなければならない。何かをやらなければならない。何かを……。

―　コウイチの姿は消える。

―　彩子の姿が浮かび上がる。家に帰ろうとするが、前から彼女をつけ狙う人物がいたようだ。

女テロリスト、大森が銃を持って背後から母親に近づく。

大森　　　　原子力発電所の子安彩子主任ですね。動かないで。銃を持っています。

私は新政府革命軍の通称大森と申します。我々は八王子原子力発電所に爆発物を仕掛けました。
研究所の主任であるあなたには我々の仕事の最後の証人となって頂きます。
彩子　　　　爆発物……まさか。

大森　　　　これをご覧下さい。私の言っていることが嘘でないことがわかるでしょう。（何やら図面のようなものを彩子に見せる。）
彩子　　　　どうしてこれを！

大森　　　　わかっていただけましたね。

我々の目的は日本政府の乗っ取りです。我々は原発を爆発させ、日本中に放射能をまき散らすことも可能です。

―　大森は彩子を車に押し込み、原子力発電所に向かう。

　　　　　　―　早紀、傘を忘れたことに気付き、公園に戻って来る。が、彩子の持っていた買い物袋が散乱して落ちているのを見て、彩子を捜す。
早紀　　　　おばさん！　おばさん！　（早紀の携帯が鳴る）おばさんからメールだ！

　　　　　　「テロ　バクハ　ゲンパツヘ」って、なに。バクハ……ゲンパツヘ……もしかしたら！
　　　　　　コウイチーっ！

コウイチ　　（コウイチの姿が浮かび上がる）……呼んでる。オレを呼んでいる。誰？（精神を集中させる）早紀？　
早紀か！

早紀　　　　え？コウイチ！　頭の中でコウイチの声がする！　コウイチなのね！　

コウイチ　　早紀、どうした！

早紀　　　　おばさんが！　いなくなった！　メールで、「テロ　バクハ　ゲンパツへ」って！

コウイチ　　テロ　バクハ　ゲンパツ……（さらに精神を集中させる）

　　　　　　（はっとして）早紀、母さんが誘拐された！　原子力発電所にいる。

　　　　　　オレは、これからそこに行く！（コウイチの姿は消える）
早紀　　　　コウイチ！

　　　　　　―　クラーラ博士と博士とユーユ（スーパーサイボーグＶ３）の姿が浮かび上がる。

博士　　　　（小型コンピュータを見ながら）間違いない。あの少年こそが、Ｖ２だ。

ユーユ　　　（右側の鎖骨を押さえて）何だか、ズキズキする……。
博士　　　　ついに見つけた。Ｖ２を。

ユーユ　　　ああ……。

博士　　　　どうした。

ユーユ　　　ここのところが、ズキズキ痛むんです。

博士　　　　右側の鎖骨が？　もしかしたら……（小型コンピュータを操作して）ユーユ、これを見ろ。どうやらＶ２が起動したようだ。あの少年がスーパーサイボーグとして動き出したんだ。お前の鎖骨がシンクロしたんだろう。

　　　　　　ユーユ、わかるか？　今、あの少年は、Ｖ２はどこにいる！
ユーユ　　　（目を閉じて）東経１３９度２０分、北緯３５度３８分。八王子原子力発電所。

博士　　　　原子力発電所……。
■原子力発電所内
　　　　　　―　大森がビデオカメラを回して、身体を拘束された彩子を撮影している。

大森　　　　見えますか？　あの赤い光の点滅している部分が我々の設置した起爆装置です。

彩子　　　　どうして……いつ……管理区域まで……。

大森　　　　我々の仲間はこの発電所の中にもいます。タービン建屋に入って作業することなど容易にできます。

彩子　　　　……格納容器に……ああ、原子炉・加圧装置にも手が加えられている！

大森　　　　あと、７分で起爆装置がＯＮになります。八王子原発を中心とする半径三キロが放射能に汚染される。
彩子　　　　何を言っているの！　そんなことをしたら、ここにいるあなたも命がないのよ！

大森　　　　もちろん。私は命など惜しくはありません。私が死んで次の同志が計画を遂行するだけです。
彩子　　　　目的は何なの！

大森　　　　まず宣戦布告なしで八王子の原発を爆発させ、我々の力を政府に見せつけてやるのです。我々は本気でやるということを。

そして次のターゲットは新潟、柏崎原発です。そこから新政府革命軍と日本政府との交渉が始まります。八王子原発の爆破による死者は数十万。政府は我々の全ての要求を飲まざるを得ない。
　　　　　　―　と、そこに壁かドアの壊れる音。入ってきたのはコウイチである。

コウイチ　　おうおうおう、聞いたぞテロリスト！　母さん、助けに来たぞ！

彩子　　　　コウイチ！

―　大森とコウイチの格闘。その間に博士、ユーユ、そして早紀が入ってくる。
　　　　　　ユーユは彩子の拘束帯をはずす。

　　　　　　コウイチは大森を叩きのめし、大森を拘束する。

コウイチ　　母さん！　起爆装置、どこにあるの！
彩子　　　　コウイチ、もう遅いわ。無理なの。あそこには今や１２シーボルトを超える放射能が充満している。
人間が入れば一瞬のうちに死んでしまうわ。原子炉格納器には一歩も入れない。もうここは数分で爆発する！

コウイチ　　オレは、やる。その装置を止めてくる。
彩子・早紀　コウイチ！

コウイチ　　母さん、早紀……。母さんがいなくなったと聞いた瞬間、オレの中の何かのスイッチがＯＮになったんだ。オレにはわかったんだ。これが、オレの本当にやるべき仕事だと。

ずっと待っていたんだ。スーパーサイボーグとしてのオレの使命を。これだったんだ。
博士　　　　Ｖ２、無理だ。確かにお前は人間の限界の十倍の放射線に耐えられる。原子炉の中に入ることはできるだろう。しかし……耐えられるのはそこまでだ。数秒でお前の体のすべての細胞は崩壊する！　Ｖ２！
早紀　　　　何がＶ２よ！　コウイチはただのアホな中学生よ！　そんな、ロボットとか、サイボーグとか、そんなもんじゃないわ！

大森　　　　（コウイチに）一体、お前は何者だ。

コウイチ　　おれ？　よくぞ聞いてくれた。これまで何百回も言ってきたけど、これが最後だ、耳の穴かっぽじってよーく聞け！

　　　　　　オレは、「スーパーサイボーグＶ２」だ！

早紀　　　　うそ！　うそ！　またバカなこと言ってる！

博士　　　　Ｖ２！
ユーユ　　　お兄ちゃん！

コウイチ　　お前、Ｖ３だろ。どうりでな。お前が近くにいると、（あばら骨の部分を押さえて）ここんところが痛むんだ！

ユーユ　　　お兄ちゃん！

コウイチ　　Ｖ２超加速システム、始動！

　　　　　　―　コウイチを取り巻く周囲の動きが超スローになり、コウイチは超高速で動き出す。

早紀　　　　コウイチが、消えた！

コウイチ　　早紀、こっちだ！　どうだ、オレの動き、速すぎて見えなかっただろうが。オレは、行く。

お前の制服の左ポケットを見てみろ。

早紀　　　　（ポケットに手を入れるとそこには手紙が入っている）これは……。

コウイチ　　それが、オレの、お前への最後のメッセージだ。

早紀　　　　コウイチ……。

彩子　　　　コウイチ！

コウイチ　　母さん、これまで十四年間、育ててくれてありがとう。オレ、やるっス。死んでくるっス。人類のため、なんてどうでもいい。ここにいる母さんと早紀と、オレの育った八王子の町を守るため、オレは、行く。（コウイチ、原子炉の扉を開ける）
彩子　　　　コウイチ！
　　　　　　―　コウイチ、ヨロヨロと起爆装置にたどり着き、スイッチを切る。

　　　　　　　　　倒れるコウイチ。

大森　　　　ばかな……。

早紀　　　　コウイチ！　戻って！　戻ってきて！　

（泣きながら）いつかあんたに「死んじゃえ」って言ったことあやまるからぁ！

ユーユ　　　お兄ちゃん！

彩子　　　　コウイチ！

博士　　　　Ｖ２！

　　　　　　―　暗転。

　　　　　　―　町を見下ろす高台に立つ早紀。

早紀　　　　その夜、コウイチは行ってしまいました。原子炉に飛び込んだ少年のことは新聞にもテレビのニュースでも報道されませんでした。

　　　　　　世の中は何事もなかったようにいつもと同じに流れています。

　　　　　　わたしはコウイチがサイボーグだったなんて、今でも信じていません。いつか『おう、早紀』なんてやって来るような気がします。

　　　　　　いつの間にかあいつがわたしのポケットに入れたこんな紙切れ。

「ありがとう。Ｖ２」って、それだけ。……ばか。……ばかだよ。
でもね、コウイチ、あの日のあんた、とってもかっこよかったよ。

　　　　　　これから、何があっても、あんたのあの時の勇気、忘れない。

本当に、あんたが人類を救ってくれたんだよね。そのこと、わたしは、絶対忘れない。
　　　　　　

　　　　　　ありがとう。Ｖ２。

　　　　　　ありがとう！Ｖ２！

　　　　　　―　遠くにコウイチ（Ｖ２）の姿が浮かび上がる。

―　幕。
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